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目的 基底細胞癌に対する各治療法の有用性を検証する 
データソース MEDLINE (1966-2002), EMBASE (1980-2002), BIDS ISI 

(Science Citation Index 1981-2002), The Cochrane Skin Group 
Specialized register (January 2002), Cochrane Database of 
Systematic Reviews and Cochrane Controlled Trials Register 
(2002, issue 1), Mega Register of Controlled Trials on the 
Current Controlled Trials web site and the National Research 
Register’s MRC Clinical Trials Directory (2002, Issue 1) 

研究の選択 組織学的に確認された原発（未治療）基底細胞癌の成人例を対象と

したランダム化比較試験 
データ抽出 2 人のレビューアーが独立して選択。 

主な結果 

19 論文を選択。外科的切除と放射線療法の RCT では後者に有意に

組織学的な 4 年再発・残存率が高かった（オッズ比 0.09、95%CI 
0.01-0.67）。凍結療法は簡便で低コストであり、外科的切除との

RCT では臨床的な 1 年再発率に有意差はなかった（オッズ比 0.23、
95%CI 0.01-6.78）が、放射線療法との RCT では組織学的 1 年再発

率が有意に高かった（オッズ比 14.80、95%CI 3.17-69）。イミキモ

ドクリームの初期試験では、表在型基底細胞癌に対する 6 週投与で

高い組織学的な奏効率（87-88%）が得られ、結節型への 12 週投与

でも 76%の奏効率であったが、外科的切除との比較試験は行われて

いなかった。 

結論 

基底細胞癌の治療法の有用性ということに関して、質の高い臨床試

験は乏しい。ほとんどの試験が再発の低リスク部位に発生したもの

を対象としている。外科的切除と放射線療法が最も有効な治療と思

われ、なかでも外科的切除の再発率が低い。他の治療法も一定の有

用性はあるようだが、外科的切除との比較試験が少ない。イミキモ

ドは新しい治療法として期待されるが、切除を含めた他の治療法と

の比較がまだ行われていない。 
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エビデンスのレベル分類（I） 
基底細胞癌の治療の第一選択は外科的切除であるが、介入として外

科的切除を含んでいるRCTは、採用された 19篇中 2篇のみである。

インターフェロン関係が 4 篇やイミキモド関係が 7 篇と、現在の本

邦では適用困難な治療に関する試験が大半を占めている。 
 




